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研究成果の概要（和文）：東アジアを中心とした集合的記憶の動態を、「自己確証的想起」及び「脱中心化的想起」と
いう対概念を方法論として解明した。また分析地域を拡大し、ジェンダー論等の具体的成果の再定義や表象文化分析を
行った。その結果、集合的記憶の脱中心化的機能は、ナショナル・アイデンティティを相対化・異化し、支配・被支配
関係を転換する効果を持つことが明らかになった。脱中心化的想起という視点を通して、正統的歴史叙述から排除され
た「消去された声」の再生だけではなく、集合的記憶の動態の中に起こりうるイデオロギーを超えた自己撞着や恣意的
操作、アイデンティティポリティクスへの批判的な分析視点をより明確に提示できるようになった。

研究成果の概要（英文）：We have analyzed the problematics of national memories in East Asia through the 
methodological dichotomy of “Recollection” and “Anamnesis”, extended the field to South-East Asia and 
Europe, with the conscious analytical tools as gender theories and critical histories, and reconsidered 
various cultural representations and discourses from the perspective of collective memory and its 
dynamics. As a result it is concluded that the “Anamnesis” could not only make the phenomena of 
national identities suspended, but also deconstruct them effectively, while the “Recollection” could 
function, when warped or isolated, as a grotesque narcissism and autointoxication. Then we would have an 
adequate understanding on the collective memory, it would be possible to overcome the warped relationship 
of “Anamnesis” and “Recollection.”

研究分野：哲学、思想史、記憶論
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１．研究開始当初の背景 
（1）ヨーロッパ、アジア、アメリカの全域
において、1990 年代以降同時代的な現象とし
て記憶や想起という視点を含んだ研究が生
乱された。そして、従来見えてこなかった
様々な問題が主題化され、近現代世界の思想
文化研究のアプローチに方法論上の変化が
現れてきた。一方、日本語圏においては戦争
の記憶や従軍慰安婦の問題など、記憶という
述語を用いた論争があるにも関わらず、集合
的記憶の動態を理論的、方法論的なレヴェル
も含めて自覚的に解明する関心が相対的に
希薄であった。それゆえ、集合的記憶や想起
という視角を用いて近現代の歴史と文化を
解釈し直し、新たな歴史理解をもたらす必要
があると考えた。 
（2）また、本研究開始に当たって、発案の
直接的契機になったのは、アライダ・アスマ
ン『想起の空間−文化的記憶の形態と変遷』
（水声社、2007、原著 1999）で追究されてい
る集合的記憶の機能的動態解明の理論であ
った。アスマンは、これまであまり明示的に
追究されてこなかった集合的記憶に関する
諸概念を網羅し、新しい理論的整理を行った。
アスマンによれば、集合的記憶をそれ自体が
生産的な想起であり、過去を現在と未来との
関係においてそのつど新しい関係を産出す
る創造的な過程である。その想起の過程にお
いて「リコレクション」と「アナムネーシス」
という対概念を利用した。「リコレクション」
とは快い過去の想起を意のままに求めるこ
とであり、「自己確証的想起」と呼べる機能
である。「アナムネーシス」とはこれに対し
て自己アイデンティティを確認するための
想起を越えるような想起であり、「脱中心化
的想起」と呼べる機能であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、アスマンが明示した「リ
コレクション」＝「自己確証的想起」および
「アナムネーシス」＝「脱中心化的想起」と
いう対概念を用いて、多様な地域と時代にお
ける集合的記憶の具体的事例を理論的、方法
論的に読解し、その脱中心化的機能の特質を
学際的に解明することである。 
「自己確証的想起」は、しばしばナショリス
ティックな「歴史叙述や文化表現」すなわち、
「近現代世界の自画像」のなかに見いだされ
るが、「自己確証的」志向性が肥大化した場
合には、自己をより強く構築したいという欲
望を突き破り、集合的記憶を都合のよいよう
に改竄し、歴史叙述や文化表現にはエスノセ
ントリックな面が強く出てくる可能性が生
まれる。他方、近現代世界の様々な自己理解
に表現される集合的記憶の動態には、そうし
たセルフアイデンティティを相対化し、異化
する「脱中心化的」志向性も現れている。近
年の集合的記憶論の成果は、想起の過程がつ
ねにこの二つの志向性を持っており、さらに、
しばしば両機能の相克として出現するとい

うことを教えているのである。 
 そこで本研究では、集合的記憶のこうした
複雑なあり方を研究史とその成果を踏まえ
て、内的構造、機能、動態を近現代の多様な
地域と時代の具体的なコンテクストに即し
つつ、学際的に究明することにした。 
 
３．研究の方法 
上記目的を遂行するために、A 班「東アジア
の記憶の場」、B 班「個別文化史研究」、C 班
「表象文化」、D班「集合的記憶の理論」の四
つの班を編制した。また年度計画に合わせて
仮説＝問題の枠組（二つの集合的記憶の機能
論）の提示段階、検証＝仮説にもとづく事例
研究ないし調査、書き直し＝具体的事例の再
叙述実践の段階を設定した。その上で各班に
課題を課し、年次計画に沿って、基盤研究会
活動、文献資料収集、整理、国際シンポジウ
ム、調査と研究交流、共同研究支援・統括体
制の構築を行うべく活動した。 
 各班の課題は、以下の通りである。 
A：「東アジアの記憶の場」班 
日本、朝鮮、中国、台湾を中心とした近現代
の歴史叙述における集合的記憶の鍵となる
概念を選択し、それを具体的に叙述する。 
B：「個別文化史研究」班 
東アジア以外のヨーロッパ、アジア、アメリ
カの個別的な文化的自己表象や歴史叙述の
読解を手がかりとして、集合的記憶の多様な
事例分析、検討を推進する。 
C：「表象文化」班 
近現代の思想文化表現のなかで、最も類型的
な事例を選択しつつ、そこに作用している集
合的記憶と想起の契機を、図像資料を用いな
がら解読する。 
D：「集合的記憶の理論」班 
想起過程の動態を解明するための理論的、方
法的概念を学際的なアプローチで探求する。 
 
４．研究成果 
5 年間にわたり、上記方法を用いることで、
地域別、解析手法を用いて具体的な事例が分
析され、理論的にまとめられた。 
A 班・D班：研究代表者岩崎稔が日本、韓国、
中国、台湾の研究者とともに、「東アジアに
おける記憶の場」研究プロジェクトを立ち上
げ、ハーヴァード大（アメリカ合衆国）で開
催された Modern Japan History Workshop
（2010 年）で「東アジアにおける記憶の場を
めぐって」と題する報告を行い、ライプツィ
ヒ大東アジア研究所（ドイツ）主催の「日本
近現代思想を書き直す」（2010 年）において 
「1960 年代の集合的記憶」を組織した。その
成果は、まず、今井昭夫・岩崎稔編『記憶の
地層を掘る―アジアの植民地支配と戦争の
語り方』（お茶の水書房、2010）、そして板垣
隆太、鄭智泳、岩崎稔編『東アジア記憶の場』
（河出書房新社、2011）としてまとめられた。
2012 年には東アジアの出版人を招聘し、国際
シンポジウム「東アジア出版人会議、東アジ



ア文化地図の共有に向けて—感情記憶をどの
ように描くか」（東京外国語大）を主催した。
これらの「東アジアにおける記憶の場」プロ
ジェクトを通して、複数の地域・国民国家に
またがる共通事項について、それぞれ異なっ
た記憶・想起があるのはもちろんのこと、そ
れらが縦横無尽に関係性をもちながらも脱
中心化的機能を果たしていく可能性を確認
することができた。 
 この経験から、本研究の課題であった「自
己確証的想起」および「脱中心化的想起」の
関係性を明示する上で、様々な学問分野と記
憶・想起を結びつけて考察する試みが重要で
あることが判明したため、研究年度の後半は
戦後日本の精神史、ジェンダー論、民衆史と
いった分野の研究者との共同作業を行った。
2012 年には国際シンポジウム「日本近現代思
想史を書き直す—戦後日本というアムネジ
ア」（早稲田大）においてライプツィヒ大か
らシュテフィ・リヒター、コーネル大から酒
井直樹を招聘し、戦後日本における精神史を
記憶と想起という観点から議論し、集合的記
憶論を広いパースペクティヴから構築する
足がかりを得た。2013 年は韓国から鄭智泳
（梨花女子大）を招聘し、ジェンダーと記憶
の場について、さらに民衆史家安丸良夫をア
メリカ合衆国に派遣し、East Asian Studies 
Workshop（ニューヨーク大）で「戦後日本に
おける「民衆」の感情記憶」、Modern Japan 
Workshop 2013 in fall（コロンビア大）で
「民衆史における記憶と情動」という報告を
行い、民衆史という視点から記憶を考察した。
日本民衆史の知見を得て、「民衆」の感情が
いかにして記録され、記憶されてきたのかに
ついて議論した。そこから、近現代における
「民衆蜂起」、社会における「民衆」意識の
形成とそこに含まれる他者性、すなわち「民
衆」を作り出すことによって浮き上がる権力
の存在と「自画像形成」との関連性について
確証を得た。最終年度である 2014 年には、
国際シンポジウム「文化と記憶のポリティク
ス」（早稲田大）を開催し、冷戦文化、琉球
文学、民衆文化と政治といった視点から総体
的に東アジアにおける記憶と想起について
議論した。また、カナダ・トロント大で開催
されたTransnationalizing Sites of Memory: 
The Asia Pacific に岩崎および Kim Sukwoo
（韓国・圓光大学校師範大）、富山一郎（同
志社大）を派遣した。そこではアジア・太平
洋地域の記憶の場を国民化する現象をのり
越える方向性、つまり脱中心化的想起を具体
的事例で考察する機会を得ることができた。  
 これらの成果は、理論的・方法論的な面を
含めて、日本語版『東アジアの記憶の場』お
よび韓国語版『東アジアの記憶の場』（韓国・
サミン社、2015）となって表されている。 
 
B 班：集合的記憶を拡大地域的な観点から考
察するために、東アジア以外の地域における
集合的記憶の事例研究を行った。研究代表者

が IUC ドゥロヴニク（クロアチア）で開催さ
れた「ハンナ・アーレンと記憶の問題」題す
るワークショップで Identity Discourse in 
Europe という報告を行った。そこでは、ヨー
ロッパにおける自己アイデンティティの言
説が、自己確証的想起と脱中心化的想起の双
方から構成されていることに着目した。2011
年は東京外国語大アジア・アフリカ言語文化
研究所の招聘教授マルティン・グロースハイ
ムにベトナム戦争以降の記憶について報告
（Contested Memory: Presentations of the 
Past in Vietnam）を依頼した。ドイツ人で
ある研究者が他者として、ベトナム戦争以降
のベトナムの記憶を研究する意味と課題が
提示された。メディアおよび聞き取り調査を
通じて実践される優れた記憶・想起論であっ
た。2014 年には、ピエール・スイリ（スイス・
ジュネーブ大）を招聘し、「ヨーロッパにお
ける『日本』像の形成と集合的記憶」と題す
る報告を依頼し、さらに、「『アジア・太平洋
の記憶の場』研究における『ヨーロッパの記
憶の場』から学ぶこと」を開催し、ヨーロッ
パにおける日本像とアジア・太平洋地域にお
けるにヨーロッパ像についての比較研究の
総まとめを行った。また、小田原琳を国際ワ
ークショップ「平和と正義の表象」に派遣し、
多国間における戦争と記憶に関する自己認
識の相違と共通点について議論を行った。 
 諸地域における社会内在的な記憶と想起
を間地域的に省察することを通じて「東アジ
アにおける記憶の場」を改めて各種のメディ
アを通じて拡大し、一方では間接的な「自画
像形成」が行われるとともに、それに対抗す
る「脱中心化的」想起も惹起することが判明
した。 
 
C 班：表象文化班は、映画、身体表現、音楽
といった領域と集合的記憶の連関性を問い、
一定の空間を越えて広がる記憶・想起の可能
性を追究した。2013 年に「スカーフ論争 植
民地主義によるジェンダー差別か、共生のた
めの論理か」を開催し、ピエール・テヴァニ
アン（フランス）、徐阿貴（お茶の水女子大）、
菊池恵介（同志社大）、森千香子（一橋大）
を招聘した。フランス社会における移民労働
者への差別についての記憶を議論した。特に
映画という媒体を通じて、事件を想起し/さ
せることと「自画像」形成の連関性を問うと
ともに、映画作成、撮影、上映、観客とネッ
ト等の大衆メディアの拡大を通じて形成さ
れる集合的記憶と「自画像」形成、さらには
「脱中心化的想起」の役割について議論した。
そこから、映画という文化的媒体を通じて表
現された記憶は、特にノンフィクションの場
合、脚本家や監督の意図とは別次元で派生す
る集合的記憶が存在することが判明した。ま
た、オランダで活躍するパフォーマンス・ア
ーティスト岩岡傑を招聘し、「パフォーマン
スを通じて考える HIBAKU の記憶—アート、日
常、そして記憶すること—」を開催した。加



えて、ザルメン・ムロテックを招聘し、「デ
ィアスポラ音楽の現在—ホロコーストの記憶
とイディッシュ文化」と題する講演会を開催
した。音楽という文化的営為やパフォーマン
スという身体表現に刻まれた記憶からも、社
会の一般常識を覆す集合的記憶が構築可能
であることが判明した。すなわち、登場人物
たちの行為・発言とそれを見る観客との間に
生み出される仮想空間的「集合的記憶」の場
である。その「集合的記憶」は、時として映
画制作者たちの当初の意図を破壊していく
異議申し立てにも発展する可能性があるこ
とがわかった。 
 以上の多面にわたる事例研究により集合
的記憶の動態には、自己のアイデンティティ
を確認しようとする「自己確証的想起」とそ
れを相対化し、異化しようとする「脱中心化
的想起」という二機能があることが確証され
た。そして「脱中心化的想起」には、（1）支
配的な集合的記憶を個々人の意識において、
通常ならば「自己確証的」な自画像（たとえ
ばナショナル・アイデンティティ）を形成さ
せるところを、直接的間接的な手段（聞き語
り、読書、記念碑、写真・映画・音楽といっ
た表象メディア、身体表現等）を通じて、む
しろ破壊し、克服することで、新しい集合的
記憶を創造する場合があることが判明した。
しかしながら、（2）かつて支配・被支配関係
にあった地域においては、上記の「脱中心化
的想起」が本来的な機能を果たさないケース
も存在した。すなわち支配側による「脱中心
化的想起」は、被支配者側の「自己確証的想
起」を生み出し、それが現社会における諸国
民国家の正当化、国家権力によるナショナリ
ズムへと統合される可能性をも生じさせた、
ということである。その際、国家ナショナリ
ズムに絡め取られない集合的記憶をいかに
して構築するか、という問題が新たに生ずる。
そのときこそ、被支配者側による「脱中心化
的想起」が重要な役割を果たす。つまり、「脱
中心化的機能」は、ナショナル・アイデンテ
ィティを相対化・異化する特質をもち、支
配・被支配関係を転換していく効果を持つと
いうことである。こうして、「脱中心化的想
起」という視点を通して、ただたんに正統的
な歴史叙述から排除された「消去された声」
の再生だけではなく、ともすると集合的記憶
の動態のなかに起こりうる、イデオロギーを
超えた自己撞着や恣意的操作、さまざまなア
イデンティティポリティクスという現象に
対する批判的な分析視点をより明確に提示
することができるようになったのである。本
研究は、東アジアという広範囲にわたる地域
を対象にして集合的記憶論構築を実践する
際に、上記の問題点を十分に意識し、複合的
「脱中心化的想起」の手法を構築することに
努めた。その成果は、『東アジアの記憶の場』
が日本語のみならず韓国語で出版されたこ
とに示された。 
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